
(57)【要約】

　【課題】　距離計測をしながら内視鏡画像表示のリア

ルタイム性を維持可能な内視鏡装置を提供する。

　【解決手段】　被検体の内視鏡像を撮像するＣＣＤ３

２と、ＣＣＤ３２の受光面と対向配置されレーザを発光

する発光器３８，５３と、発光器３８，５３からのレー

ザが前記被検体の目的臓器に投影されその投影像を画像

として取得するキャプチャボード５０と、キャプチャボ

ード５０によって取得された画像からレーザの交差点を

検出する交差検出回路５１と、交差検出回路５１によっ

て検出された交差点に基づき前記被検体とＣＣＤ３２の

入力面との距離を演算する距離演算回路４５とを備える

。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 検 体 の 内 視 鏡 像 を 撮 像 す る 撮 像 手 段 と 、 こ の 撮 像 手 段 の 受 光 面 と 対 向 配 置 さ れ レ ー ザ
を 発 光 す る 複 数 の レ ー ザ 発 光 器 と 、 こ れ ら の レ ー ザ 発 光 器 か ら の レ ー ザ が 前 記 被 検 体 の 目
的 臓 器 に 投 影 さ れ そ の 投 影 像 を 画 像 と し て 取 得 す る 手 段 と 、 こ の 画 像 取 得 手 段 に よ っ て 取
得 さ れ た 画 像 か ら レ ー ザ の 交 差 点 を 検 出 す る 手 段 と 、 こ の 検 出 手 段 に よ っ て 検 出 さ れ た 交
差 点 に 基 づ き 前 記 被 検 体 と 前 記 撮 像 手 段 の 入 力 面 と の 距 離 を 演 算 す る 手 段 と を 備 え た こ と
を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 に お い て 、 前 記 レ ー ザ 発 光 器 と 前 記 撮 像 手 段 に 挟 ま れ る よ
う に 配 置 さ れ 前 記 レ ー ザ を 反 射 さ せ て 前 記 被 検 体 に 照 射 す る 複 数 枚 の 反 射 板 と 、 こ れ ら の
反 射 板 を 駆 動 す る 駆 動 部 と を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 に お い て 、 前 記 レ ー ザ 発 光 器 は 、 前 記 撮 像 手 段 の 入
力 面 と ほ ぼ 同 一 面 に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 装 置 の 技 術 分 野 に 属 し 、 特 に 内 視 鏡 の 先 端 と 患 者 の 臓 器 と の 距 離 を 測
定 す る 技 術 分 野 に 属 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 内 視 鏡 装 置 は 、 ［ 特 許 文 献 1］ に 記 載 さ れ て い る 。 こ の ［ 特 許 文 献 1］ は 、 内 視 鏡
用 処 置 具 が 、 鉗 子 2と 同 軸 に 紫 外 線 レ ー ザ 光 照 射 用 フ ァ イ バ ー と 蛍 光 受 光 用 フ ァ イ バ ー 及
び 集 光 レ ン ズ を 有 し 、 内 視 鏡 用 処 置 具 先 端 か ら 紫 外 線 レ ー ザ 光 を 間 欠 的 に 患 部 に 照 射 し 、
レ ー ザ 光 に よ っ て 誘 起 さ れ た 蛍 光 を 複 数 の 蛍 光 受 光 用 フ ァ イ バ ー を 用 い て 体 外 に 設 置 し た
そ れ ぞ れ の フ ァ イ バ ー に 対 応 す る 検 出 器 に 導 き 検 出 す る こ と に よ り 、 患 部 と 前 記 内 視 鏡 用
処 置 具 と の 位 置 関 係 に つ い て 死 角 を 生 ぜ ず に 3次 元 的 に 検 出 す る こ と が で き る も の で あ る
。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 5-103747号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 技 術 は 、 内 視 鏡 の 外 部 に 距 離 検 出 機 構 を 設 け ら れ て い る の で 、
距 離 デ ー タ を 測 定 す る た め の 画 像 が 2次 元 情 報 で あ り 、 そ の 2次 元 情 報 を 信 号 解 析 し て い る
か ら 、 デ ー タ 演 算 量 が 多 く な る た め 、 そ の 距 離 検 出 演 算 に よ っ て リ ア ル タ イ ム 性 が 要 求 さ
れ る 内 視 鏡 画 像 表 示 が 困 難 と な る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 距 離 計 測 を し な が ら 内 視 鏡 画 像 表 示 の リ ア ル タ イ ム 性 を 維 持 可 能 な 内
視 鏡 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 は 、 被 検 体 の 内 視 鏡 像 を 撮 像 す る 撮 像 手 段 と 、 こ の 撮 像 手 段 の 受 光 面 と 対 向 配
置 さ れ レ ー ザ を 発 光 す る 複 数 の レ ー ザ 発 光 器 と 、 こ れ ら の レ ー ザ 発 光 き か ら の レ ー ザ が 前
記 被 検 体 の 目 的 臓 器 に 投 影 さ れ そ の 投 影 像 を 画 像 と し て 取 得 す る 手 段 と 、 こ の 画 像 取 得 手
段 に よ っ て 取 得 さ れ た 画 像 か ら レ ー ザ の 交 差 点 を 検 出 す る 手 段 と 、 こ の 検 出 手 段 に よ っ て
検 出 さ れ た 交 差 点 に 基 づ き 前 記 被 検 体 と 前 記 撮 像 手 段 の 入 力 面 と の 距 離 を 演 算 す る 手 段 と
を 備 え た こ と で 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 前 記 レ ー ザ 発 光 器 と 前 記 撮 像 手 段 に 挟 ま れ る よ う に 配 置 さ れ 前 記 レ ー ザ を 反 射 さ
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せ て 前 記 被 検 体 に 照 射 す る 複 数 枚 の 反 射 板 と 、 こ れ ら の 反 射 板 を 駆 動 す る 駆 動 部 と を さ ら
に 備 え て も よ い 。
　 更 に 、 前 記 レ ー ザ 発 光 器 は 、 前 記 撮 像 手 段 の 入 力 面 と ほ ぼ 同 一 面 に 設 け ら れ て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 距 離 計 測 を し な が ら 内 視 鏡 画 像 表 示 の リ ア ル タ イ ム 性 を 維 持 可 能 な 内 視 鏡 装
置 を 提 供 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 に 従 っ て 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 装 置 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明
す る 。
　 図 1は 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 の 構 成 例 を 説 明 す る ブ ロ ッ ク 図 、 図 2～ 5は 図 1の 内 視 鏡 装 置 の
動 作 例 を 示 す 図 で あ る 。
　 内 視 鏡 装 置 の 構 成 例 は 、 詳 細 に 説 明 す る た め に ブ ロ ッ ク 図 で 説 明 す る が 、 実 際 の 外 形 寸
法 は 数 十 ミ リ 程 度 で 、 被 検 体 の 体 内 に 挿 入 し て も 被 検 体 に 小 穴 し か 開 け る こ と な く 、 外 科
出 術 よ り 非 侵 襲 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 装 置 は 、 図 1に 示 す よ う に 、 レ ン ズ 33と 、 レ ン ズ 33と 入 力 光 の 受 光 面 と
が 光 学 的 に 接 続 さ れ る CCD32と 、 CCD32の 受 光 面 と 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ る レ ー ザ 発 光 器
38， 53と 、 レ ー ザ 発 光 器 38， 53と CCD32に 挟 ま れ る よ う に 配 置 さ れ る 複 数 枚 の 反 射 板 4， 35
， 60と 、 反 射 板 35， 60に そ れ ぞ れ 伝 達 機 構 37， 54を 介 し て そ れ ぞ れ 取 り 付 け ら れ る モ ー タ
36， 59と 、 モ ー タ 36， 59の 回 転 軸 に そ れ ぞ れ 取 り 付 け ら れ る エ ン コ ー ダ 39， 58と 、 モ ー タ
36， 59と そ れ ぞ れ 電 気 的 に 接 続 さ れ る 駆 動 回 路 40， 57と 、 駆 動 回 路 40， 57と そ れ ぞ れ 電 気
的 に 接 続 さ れ る DA変 換 器 46， 47と 、 CCD34と 電 気 的 に 接 続 さ れ る キ ャ プ チ ャ ボ ー ド 50と 、
キ ャ プ チ ャ ボ ー ド 50と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 交 差 座 標 検 出 回 路 51と 、 交 差 座 標 検 出 回 路 51、
DA変 換 器 46， 47、 メ モ リ 49と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 中 央 処 理 演 算 装 置 （ CPU） 48と 、 駆 動 回
路 40， 57及 び エ ン コ ー ダ 39， 58と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 距 離 演 算 回 路 45と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 レ ン ズ 33は 、 通 常 の 内 視 鏡 像 を CCD32で 受 光 可 能 に 入 力 す る と 共 に 、 距 離 計 測 の た め の
レ ー ザ 光 を 入 力 す る も の で あ る 。 CCD32は 、 対 物 レ ン ズ 33で 入 力 さ れ た 内 視 鏡 像 と 距 離 計
測 光 を 画 像 化 す る も の で あ る 。 発 光 器 38、 53は 、 内 視 鏡 先 端 部 に 設 け ら れ レ ー ザ を 発 光 す
る も の で あ る 。 反 射 板 34， 35， 60は 、 発 光 器 38， 53か ら の レ ー ザ を 反 射 し て 、 被 検 体 の 目
的 と す る 臓 器 に レ ー ザ を 照 射 可 能 と す る た め の も の で あ る 。 こ こ で 、 反 射 板 34は 、 1次 反
射 板 、 反 射 板 35， 60は 、 2次 反 射 板 と も 呼 ん で い る 。 モ ー タ 36， 59は 、 そ れ ぞ れ ベ ル ト ド
ラ イ ブ な ど の 伝 達 機 構 37， 54を 介 し て そ れ ぞ れ 反 射 板 35， 60を 回 動 す る も の で あ る 。 エ ン
コ ー ダ 39， 58は 、 モ ー タ 36， 59の 回 転 角 度 な ど か ら 反 射 板 35， 60の 反 射 角 を 検 出 す る も の
で あ る 。 駆 動 回 路 40， 57は 、 被 検 体 の 目 的 と す る 臓 器 に レ ー ザ を 照 射 可 能 と す る た め の モ
ー タ 36， 59に 駆 動 力 を 与 え る 制 御 回 路 で あ る 。 DA変 換 器 46， 47は 、 内 視 鏡 外 部 に 記 憶 媒 体
49、 記 憶 媒 体 に ア ク セ ス す る 中 央 処 理 演 算 装 置 48、 被 検 体 と 内 視 鏡 の 距 離 を 演 算 す る 距 離
演 算 回 路 45、 映 像 を 画 像 デ ー タ 化 す る キ ャ プ チ ャ ボ ー ド 50、 レ ー ザ が 交 差 す る 位 置 を 検 出
す る 交 差 座 標 検 出 回 路 51、 駆 動 回 路 に 対 し て 動 作 指 令 の 電 圧 を 出 力 す る も の で あ る 。 DA変
換 器 47， 46は CPU48よ り 送 ら れ た デ ジ タ ル 信 号 の 制 御 量 を ア ナ ロ グ 信 号 に 変 換 し て 、 そ れ
ぞ れ 駆 動 回 路 40， 57に 供 給 す る も の で あ る 。 キ ャ プ チ ャ ボ ー ド 50は 、 CCD34か ら 出 力 さ れ
る 距 離 計 測 の た め の レ ー ザ 光 を 得 る も の で あ る 。 一 般 に レ ー ザ 光 は 内 視 鏡 像 と 比 較 し て 高
輝 度 を 呈 す る こ と が 多 い の で 多 く の 場 合 レ ー ザ 光 と 内 視 鏡 像 と は 識 別 す る こ と が で き る 。
交 差 座 標 検 出 回 路 51は 、 2方 向 か ら 照 射 さ れ た レ ー ザ 光 の 交 差 部 分 を 検 出 す る も の で あ る
。 CPU48は 、 交 差 座 標 検 出 回 路 51に よ っ て 検 出 さ れ た レ ー ザ の 交 差 部 分 に 基 づ き ２ 次 反 射
板 の 回 転 角 度 を 制 御 す る も の で あ る 。 距 離 演 算 回 路 45は エ ン コ ー ダ 39， 58の そ れ ぞ れ の 出
力 に 基 づ い て 距 離 が 演 算 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 次 に 、 動 作 に 従 っ て 、 構 成 を 説 明 す る 。
　 最 初 に 、 発 光 器 38， 58で 出 力 す る レ ー ザ 62， 63は 、 内 視 鏡 先 端 に あ る 体 内 臓 器 を 始 め 、
血 管 、 神 経 な ど の 生 体 細 胞 組 織 （ 被 検 体 ） 30へ 向 か っ て レ ー ザ 62， 63を 投 光 す る 。 発 光 器
38で 発 生 し た レ ー ザ 63は 、 反 射 板 34に よ り 屈 折 し 、 反 射 板 35へ 進 ん だ 後 、 被 検 体 30へ 投 光
し 、 被 検 体 30へ 投 光 す る 位 置 （ 出 射 角 度 α ） は 、 反 射 板 35の 回 転 角 度 Φ に よ り 決 め る 。 ま
た 、 レ ー ザ 63の 照 射 範 囲 は 、 反 射 板 34、 反 射 板 35に よ り 、 2次 元 の 面 状 に レ ー ザ 照 射 領 域
を 拡 大 し て 投 光 す る （ 図 示 せ ず ） 。 図 で は 色 付 き の 可 視 光 と し て 表 示 し て い る が 、 発 光 す
る 媒 体 は 必 ず し も 目 に 見 え る 色 を 持 つ 可 視 光 で あ る 必 要 は な く 、 別 途 専 用 の CCDを 備 え る
こ と が 可 能 で あ れ ば 、 内 視 鏡 で 臓 器 を 観 察 す る の を 妨 げ な い と い う 観 点 か ら 可 視 光 以 外 の
方 法 、 例 え ば 、 赤 外 線 で あ っ て も 問 題 は な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 反 射 板 35の 回 転 は 、 モ ー タ 36と ベ ル ト ド ラ イ ブ な ど の 伝 達 機 構 37に よ り 行 い 、 反 射 板 35
の 回 転 角 度 Φ は エ ン コ ー ダ 39に よ り 検 出 す る 。 ま た 、 反 射 板 35を 回 転 駆 動 す る モ ー タ 36は
、 モ ー タ を 駆 動 す る 電 圧 を 発 生 す る 駆 動 回 路 40に よ り 駆 動 し 、 駆 動 回 路 40は 、 後 述 す る 中
央 演 算 処 理 回 路 48か ら の 動 作 指 令 に 従 い 、 前 記 エ ン コ ー ダ 39の 角 度 信 号 41の フ ィ ー ド バ ッ
ク に 基 づ い て 、 モ ー タ 36の 回 転 速 度 や 反 射 板 35の 回 転 角 度 Φ の 位 置 決 め 制 御 を 行 う 。 こ こ
で は 、 モ ー タ 36と ベ ル ト ド ラ イ ブ に よ る 伝 達 機 構 37の 組 合 せ を 示 し て い る が 、 モ ー タ は 回
転 型 モ ー タ に 限 ら ず 、 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ を 始 め 、 リ ニ ア モ ー タ （ ダ イ レ ク ト ド ラ イ ブ モ
ー タ ） 、 そ の 他 、 超 音 波 モ ー タ 、 エ ア ア ク チ ェ ー タ な ど の 駆 動 機 構 で あ っ て も 問 題 は な い
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 こ れ ま で 発 光 器 38で 発 生 す る レ ー ザ 63や 反 射 板 35の 回 転 に 関 す る 構 成 に つ い て 述
べ て き た が 、 発 光 器 53で 発 生 す る レ ー ザ 62や 反 射 板 60の 回 転 に つ い て も 同 様 で あ り 、 反 射
板 60の 回 転 位 置 （ 角 度 θ ） は エ ン コ ー ダ 58に よ り 反 射 板 60の 回 転 角 度 θ を 検 出 し 、 モ ー タ
59、 駆 動 回 路 57、 伝 達 機 構 54に よ り 反 射 板 60を 回 転 制 御 す る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 エ ン コ ー ダ 39， 58に お い て 検 出 す る 反 射 板 35， 60の 角 度 信 号 41， 56は 、 距 離 演 算
回 路 45に 入 力 し 、 反 射 板 35， 60の 出 射 角 度 α ， β か ら 内 視 鏡 先 端 と 被 検 体 （ レ ー ザ が 交 差
す る 個 所 ） ま で の 幾 何 学 的 な 距 離 Dmnを 演 算 し 、 そ の 結 果 を 中 央 処 理 演 算 処 理 装 置 48へ 出
力 す る 。 反 射 板 35， の 間 隔 Lは 、 反 射 板 を 配 置 す る 設 計 す る 段 階 で 機 械 的 に 決 ま る 数 値 で
あ り 、 既 知 の 値 で あ る 。 ま た 、 出 射 角 度 α ， β は 、 エ ン コ ー ダ 39， 58か ら 求 ま る 反 射 板 の
回 転 位 置 θ ， φ に よ り 常 に 検 知 す る こ と が で き 、 こ れ ら の 処 理 は 距 離 演 算 回 路 45に て 行 う
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 方 、 反 射 板 35， 60の 間 に は 、 被 検 体 30を 撮 像 す る 光 学 系 レ ン ズ 33、 ま た は 、 CCD34が
あ り 、 レ ン ズ 33， CCD34で 撮 影 す る 映 像 は 信 号 経 路 52に よ り 内 視 鏡 外 部 に あ る 画 像 キ ャ プ
チ ャ ボ ー ド 50へ 伝 達 入 力 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 画 像 キ ャ プ チ ャ ボ ー ド 50は 、 レ ン ズ 33、 ま た は 、 CCD34に よ り 撮 像 し た 映 像 を デ ジ タ ル
デ ー タ に 変 換 す る 処 理 回 路 で 、 被 検 体 30へ 投 光 し た レ ー ザ の 交 差 個 所 を 含 め 、 被 検 体 30の
映 像 を デ ジ タ ル 画 像 化 す る 。 デ ジ タ ル 画 像 は 複 数 の 画 素 か ら な り 、 縦 横 の 2次 元 座 標 マ ト
リ ッ ク ス （ Xm， Yn） に よ り 、 各 画 素 の 座 標 位 置 が 位 置 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 被 検 体 30へ 投 光 す る レ ー ザ は 、 レ ー ザ の 特 徴 か ら 単 体 の 場 合 の 輝 度 は 低 い が 、 特
に レ ー ザ が 交 差 し 、 交 差 す る 個 所 が 被 検 体 30の 表 面 で あ る 場 合 、 非 常 に 輝 度 が 高 く な る 。
そ の た め 、 デ ジ タ ル 画 像 に お い て 、 画 素 の 輝 度 の 分 布 を 利 用 し 、 輝 度 が 高 い 値 を 示 す 画 素
の 座 標 位 置 （ Xm， Yn） を 求 め れ ば 、 お の ず と 、 レ ー ザ が 交 差 す る 個 所 を 求 め る こ と が 可 能
で あ り 、 こ れ ら の 処 理 を 交 差 座 標 検 出 回 路 51に て 行 う 。 な お 、 説 明 で は 交 差 す る 座 標 は 一
つ と し て い る が 、 被 検 体 の 形 状 に よ り 複 数 出 力 す る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 交 差 座 標 検 出 回 路 51に お い て 求 め た 座 標 位 置 （ Xm， Yn） は 、 同 時 刻 に 距 離 演 算 回 路 45で
演 算 す る 距 離 Dmnと 共 に 、 CPU48に 入 力 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 中 央 演 算 処 理 回 路 48で は 、 記 憶 媒 体 49に お い て 記 録 す る 2次 元 座 標 マ ト リ ッ ク ス 67に 対
し て 読 み 書 き を 行 い 、 そ の マ ト リ ッ ク ス の デ ー タ は 、 レ ン ズ 33、 CCD34に よ り 撮 像 し た 被
検 体 30の デ ジ タ ル 画 像 サ イ ズ と 応 じ た サ イ ズ で 、 縦 横 の 2次 元 座 標 マ ト リ ッ ク ス （ Xm， Yn
） と 対 応 す る 。 し た が っ て 、 中 央 演 算 処 理 回 路 48は 、 入 力 す る 座 標 位 置 （ Xm， Yn） に し た
が い 、 記 憶 媒 体 49の 中 に あ る マ ト リ ッ ク ス デ ー タ 67に あ る 格 納 場 所 へ 距 離 Dmnの 数 値 を 書
き 込 む 処 理 を す る 。 書 き 込 み 処 理 終 了 後 、 新 た な 交 差 個 所 を 検 知 す る た め 、 反 射 板 35， 60
を 回 転 す べ く 、 DA変 換 器 47， 46に 対 し 、 動 作 指 令 を 出 力 す る 。 DA変 換 器 は 、 中 央 演 算 処 理
回 路 48の 動 作 指 令 を ド ラ イ ブ 信 号 44， 45に 変 換 し 駆 動 回 路 40， 55に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ れ に 伴 い 、 反 射 板 35， 60が 回 転 す る の で 、 被 検 体 30へ 投 光 す る レ ー ザ の 交 差 個 所 が 移
動 し 、 再 び 、 内 視 鏡 と 被 検 体 の 距 離 Dmnを 求 め る た め 、 前 述 し た 処 理 を 繰 り 返 す 。 最 終 的
に 記 憶 媒 体 に 格 納 す る マ ト リ ッ ク ス の デ ー タ の 全 て に 内 視 鏡 と 被 検 体 の 距 離 Dmnが 格 納 さ
れ る ま で 処 理 が 連 続 し 、 以 上 の よ う な 構 成 に よ り 、 内 視 鏡 と 被 検 体 の 距 離 を 検 出 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 機 構 の 具 体 的 な 動 作 に つ い て 、 図 2を 用 い て 簡 単 に 説 明 す る 。
　 図 2は 、 発 光 器 か ら 被 検 体 （ 以 下 、 臓 器 と 呼 ぶ ） 投 光 す る レ ー ザ が 交 差 し て い な い 状 態
を 示 し 、 図 3～ 6は レ ー ザ が 交 差 し て い る 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 2に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 の 深 さ 検 出 機 構 は 、 内 視 鏡 先 端 に あ り 、 発 光 器 53か ら 投 光 す
る レ ー ザ 62は 、 反 射 板 34に よ っ て 屈 折 し 、 反 射 板 60へ 進 む 。 そ の 後 、 図 に 示 す よ う に 、 レ
ー ザ 62は 臓 器 30に 対 し 、 扇 状 に 拡 散 し 、 内 視 鏡 61と 被 検 体 の 距 離 Dが 拡 大 す る 程 、 レ ー ザ
の 照 射 範 囲 も 拡 大 す る 。 ま た 、 発 光 器 38も 同 様 に 反 射 板 60に よ っ て 屈 折 し 、 反 射 板 35へ 進
み 、 被 検 体 30へ 扇 状 に 拡 散 し て 投 光 す る 。 こ こ で は 説 明 の 簡 略 化 の た め 、 レ ー ザ 62は 固 定
し 、 レ ー ザ 63の み を 動 か し 、 内 視 鏡 先 端 と 被 検 体 の 距 離 を 検 出 す る 場 合 に つ い て 述 べ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 レ ー ザ 62の 投 光 す る 角 度 は 、 図 中 に 示 す 回 転 板 60に よ り 行 い 、 回 転 板 60は 両 側 に あ る 台
座 65に よ り 支 持 す る 。 そ し て 、 回 転 は 、 小 型 モ ー タ 59に よ り 回 転 し 、 反 射 板 60の 回 転 角 度
は 、 モ ー タ と 反 対 側 に 取 り 付 け る エ ン コ ー ダ 58に よ り 検 出 す る 。 図 2で は 、 反 射 板 60の 回
転 角 度 は Φ ＝ Φ 1、 反 射 板 35の 回 転 角 度 は θ ＝ θ 1と し 、 レ ー ザ が 交 差 す る 個 所 は 、 図 に 示
す よ う に 臓 器 内 部 に あ り 、 臓 器 表 面 上 で 交 差 し な い 。 そ の た め CCDで 撮 像 す る 画 像 上 で は
交 差 個 所 が 観 測 で き な い 。 し た が っ て 、 こ の 場 合 、 距 離 検 出 は 行 わ れ な い 。 一 方 、 図 3で
は 、 反 射 板 60の 回 転 角 度 Φ ＝ Φ 1は 、 図 2と 同 じ で あ る が 、 反 射 板 35の 回 転 角 度 が θ ＝ θ 1
→ θ 3へ 回 転 位 置 を 回 転 さ せ て い る 。 こ の 場 合 、 レ ー ザ が 交 差 す る 個 所 31は 臓 器 表 面 上 に
あ り 、 オ ブ ジ ェ ク ト 表 面 上 で レ ー ザ が 交 差 す る と 、 輝 度 が 大 き く 増 加 す る の で 、 図 3中 に
示 す よ う に 、 交 差 個 所 31が 可 視 化 し 、 CCDに お い て も 交 差 個 所 が 撮 像 さ れ る 。 内 視 鏡 と 臓
器 （ レ ー ザ の 交 差 個 所 ） ま で の 距 離 の 算 出 方 法 に つ い て 述 べ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 反 射 板 60と 反 射 板 35の 間 隔 を L、 反 射 板 60の 出 射 角 度 α 、 反 射 板 35の 出 射 角 度 β と す る
と 、 距 離 は 幾 何 学 的 な 位 置 関 係 か ら 下 式 に よ り 求 め る 。 上 述 の 例 で は 反 射 板 60は 固 定 し て
い る の で 、 式 （ 4） ， （ 5） に よ っ て 求 め る a1， b1は 定 数 値 に な る た め 、 こ の 場 合 、 式 （ 1
） ， （ 2） ， （ 3） の 演 算 の み に 簡 略 化 で き る 。 こ こ で 得 ら れ る 距 離 を D＝ d 0 と す る 。
　 Ｄ ＝ ａ ０  ・ （ ｂ ０ － ｂ １ ） ／ （ ａ １ － ａ ０ ） ＋ ｂ ０  ・ ・ ・ ・ （ １ ）
た だ し 、 ａ ０ ＝ ｔ ａ ｎ （ π － β ）   ・ ・ ・ ・ （ ２ ）
　 ｂ ０ ＝ Ｌ ／ ２  ・ ａ ０ 　 　 　 ・ ・ ・ ・ （ ３ ）
　 ａ １ ＝ ｔ ａ ｎ （ π － α ） 　 ・ ・ ・ ・ （ ４ ）
　 ｂ １ ＝ Ｌ ／ ２ ・ ａ １    　 　 ・ ・ ・ ・ （ ５ ）
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 ま た 、 図 6は CCDに 映 し 出 さ れ る 内 視 鏡 画 像 と 、 メ モ リ な ど の 記 憶 媒 体 上 に あ る メ モ リ マ
ト リ ッ ク ス 上 の デ ー タ を 示 し た も の で あ る 。 図 3（ 1） に 示 す よ う に 、 レ ー ザ の 交 差 に よ り
輝 度 の 高 い 部 分 は 、 座 標 （ Xm1， Yn1） 、 座 標 （ Xm1， Yn2） 、 ～ 座 標 （ Xm1， Yn7） で あ る こ
と か ら 、 こ れ に 対 応 す る メ モ リ マ ト リ ッ ク ス に 格 納 さ れ る 値 は d0が 入 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 図 4に 示 す よ う に 、 反 射 板 35の 回 転 角 度 が さ ら に θ 3→ θ 4へ 回 転 位 置 を 回 転 さ せ
る 。 図 2（ 3） に 示 す よ う に レ ー ザ の 交 差 に よ り 輝 度 の 高 い 部 分 は 、 座 標 （ Xm2， Yn2） 、 座
標 （ Xm1， Yn3） 、 ～ 座 標 （ Xm2， Yn5） で あ り 、 反 射 板 35の 回 転 角 度 θ 4の 時 、 得 ら れ る 距
離 を D＝ d 1 と す る と 、 こ れ に 対 応 す る メ モ リ マ ト リ ッ ク ス に 格 納 さ れ る 値 は d1が 入 る 。
さ ら に 、 図 5に 示 す よ う に 、 反 射 板 35の 回 転 角 度 が さ ら に θ 4→ θ 5へ 回 転 位 置 を 回 転 さ せ
る 。 こ の 場 合 、 レ ー ザ は 交 差 し て い る が 、 臓 器 表 面 上 で 交 差 し て い な い た め 、 交 差 個 所 が
可 視 化 せ ず 、 CCDに お い て も 交 差 個 所 が 撮 像 さ れ な い 。 こ の 時 の 値 は 、 未 定 値 Xの ま ま と な
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に 、 臓 器 に 投 光 す る レ ー ザ の 一 方 を 固 定 し 、 残 り の レ ー ザ の 照 射 位 置 を 変 え な
が ら 、 臓 器 全 体 を 順 に 照 射 し 、 臓 器 表 面 上 で 、 両 者 の レ ー ザ が 交 差 し て 輝 度 が 高 く な っ た
場 合 、 そ の 時 の 反 射 板 の 回 転 角 度 か ら 、 内 視 鏡 と 臓 器 （ レ ー ザ が 交 差 す る 個 所 ） ま で の 距
離 を 算 出 し 、 内 視 鏡 画 像 の サ イ ズ に 対 応 し た メ モ リ マ ト リ ッ ク ス 上 の デ ー タ に そ の 値 を 格
納 す る 動 作 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 距 離 検 出 機 構 が 内 視 鏡 先 端 に あ っ て 一 体 と な っ て 可 動 す る た め 、
検 出 精 度 が 高 く 、 2次 元 の 内 視 鏡 画 像 に 対 し て 、 内 視 鏡 と 被 検 体 の 距 離 の 深 さ 情 報 に も と
づ く 内 視 鏡 画 像 歪 み 補 正 、 他 画 像 診 断 装 置 の 画 像 情 報 と の 重 畳 、 内 視 鏡 画 像 の 3次 元 化 な
ど 、 種 々 の 画 像 処 理 が 可 能 な 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 装 置 の 実 施 形 態 の 説 明 図 。
【 図 ２ 】 内 視 鏡 と 被 検 体 の 距 離 検 出 の 動 作 の 1態 様 の 説 明 図 。
【 図 ３ 】 図 2と 異 な る 態 様 の 説 明 図 。
【 図 ４ 】 図 2乃 至 図 3と 異 な る 態 様 の 説 明 図 。
【 図 ５ 】 図 2乃 至 図 4と 異 な る 態 様 の 説 明 図 。
【 図 ６ 】 内 視 鏡 と 被 検 体 の 距 離 検 出 の 動 作 に よ る 記 憶 媒 体 上 の マ ト リ ッ ク ス デ ー タ の 説 明
図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ３ ０ 　 被 検 体 、 ３ １ 　 レ ー ザ の 交 差 、 ３ ２ 　 CCD、 ３ ３ 　 レ ン ズ 、 ３ ４ 　 （ 1次 ） 反 射 板
、 ３ ５ ， ６ ０ 　 （ 2次 ） 反 射 板 、 ３ ６ ， ５ ９ 　 モ ー タ 、 ３ ７ ， ５ ４ 　 伝 達 機 構 、 ３ ８ ， ５
３ 　 発 光 器 、 ３ ９ ， ５ ８ 　 エ ン コ ー ダ 、 ４ ０ 　 駆 動 回 路 、 ４ １ ， ５ ６ 　 角 度 信 号 、 ４ ５ 　
距 離 演 算 回 路 、 ４ ６ ， ４ ７ 　 DA変 換 器 、 ４ ８ … 中 央 演 算 処 理 装 置 、 ４ ９ 　 記 憶 媒 体 、 ５ ０
　 キ ャ プ チ ャ ボ ー ド 、 ５ １ 　 交 差 検 出 回 路 、 ５ ２ 　 伝 送 経 路 （ ケ ー ブ ル ， フ ァ イ バ ー ） 、
４ ４ ， ５ ５ … ド ラ イ ブ 信 号 、 ６ １ … 内 視 鏡 、 ６ ２ ， ６ ３ 　 照 射 レ ー ザ 、 ６ ７ 　 マ ト リ ッ ク
ス デ ー タ
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摘要(译)

解决的问题：提供一种能够在测量距离的同时维持内窥镜图像的实时显
示的内窥镜装置。 解决方案：用于拾取对象的内窥镜图像的CCD 32，
布置成面向CCD 32的光接收表面并发出激光的发光器38、53和来自发光
器38、53的激光是对象的目标器官。 投影到图像上以获取投影图像作为
图像的捕获板50，相交检测电路51，其从由捕获板50获得的图像中检测
激光的相交，以及基于由相交检测电路51检测到的相交的相交。 提供了
用于计算样本与CCD 32的输入表面之间的距离的距离计算电路45。 [选
型图]图1
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